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　前回、３月２８日（金）に開催した第4回合併協議会では、新市建

設計画策定に向けた本格的な協議に入るのを前に、協議会委員

相互で共通の認識を深め、今後の議論に役立てるため、フリーデ

ィスカッションを行いました。 

　討議では、行財政改革や新市建設計画、合併で懸念される事

項などについて、各委員から様々な意見が出され、議論の共通す

る部分としては、信頼と協力の関係に基づく、本当の意味での相

互協力が必要であるとの西尾会長のまとめとなりました。 

　このフリーディスカッションを終えた現在、委員のみなさんは各小

委員会に分かれ、新市建設計画や各種事務事業の調整について、

活発な議論が続けられています。 

第5号 
平成１５年６月１２日 

出雲地区合併協議会だより （出雲市・平田市・斐川町・佐田町・多伎町・湖陵町・大社町） 

CONTENTS
第5回合併協議会開催 
出雲地区合併協議会委員・幹事の交代 
新市建設計画の策定に向けて 
合併協定項目と協議状況 
お知らせボード 
 

Ｐ２～４ 
Ｐ４ 

Ｐ５～７ 
Ｐ８ 
Ｐ８ 
 
 

（目次） 

合併協議は 
信頼と協力の関係で！！ 



平
成
15
年
５
月
23
日
（金）
、
出
雲
交
流
会
館
２
階
会
議
室
で

開
催
し
ま
し
た
。
会
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第5回

合
併
協
議
会
を
開
催

◇
報
告
第
２１
号

＊
第
１
・
第
２
・
第
３
小
委
員
会

報
告
に
つ
い
て

第
２
回
・
第
３
回
の
小
委
員
会

の
開
催
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

【
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い
】

協
議
会
か
ら
の
付
託
を
受
け
、

第
１
小
委
員
会
に
お
い
て
、
新
市

に
引
き
継
ぐ
職
員
及
び
定
数
、
定

員
管
理
の
適
正
化
な
ど
に
つ
い
て

討
議
し
て
い
ま
す
。

【
新
市
建
設
計
画
】

第
１
・
第
２
・
第
３
小
委
員
会

に
お
い
て
、
①
新
市
の
基
本
理
念
、

将
来
像
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

針
②
地
域
別
特
性
③
行
財
政
運
営

の
方
針
、
に
つ
い
て
討
議
を
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
基
本
方
針
等

に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
い
、

６
月
の
小
委
員
会
で
協
議
す
る
こ

と
と
し
、
主
要
施
策
等
に
つ
い
て

も
策
定
作
業
に
入
る
予
定
で
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２２
号

＊
新
市
議
会
制
度
検
討
小
委
員
会

報
告
に
つ
い
て

第
２
回
・
第
３
回
・
第
４
回
の

小
委
員
会
の
開
催
内
容
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。

【
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
】

協
議
会
か
ら
の
付
託
を
受
け
、

「
新
市
議
会
制
度
の
評
価
報
告
書
」

を
と
り
ま
と
め
、
こ
の
報
告
書
を

基
に
、
２
市
５
町
の
各
議
会
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、第
７
回
協
議

会
（
８
月
１
日
開
催
予
定
）
へ
の

議
案
提
出
を
目
標
に
調
整
案
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
書
で
は
、「
合
併
を

プ
ラ
ス
効
果
と
し
て
発
揮
で
き
る

制
度
の
実
現
」「
新
市
の
ま
ち
づ

く
り
が
ス
ム
ー
ス
に
開
始
で
き
る

制
度
の
実
現
」「
住
民
意
思
が
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
で
き
る

制
度
の
実
現
」
と
い
う
視
点
で
、

法
定
定
数
・
定
数
特
例
・
在
任
特

例
・
選
挙
区
設
置
の
各
選
挙
方
式

に
つ
い
て
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２３
号

＊
新
市
名
称
・
庁
舎
検
討
小
委
員

会
報
告
に
つ
い
て

第
３
回
・
第
４
回
の
小
委
員
会

の
開
催
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。

【
新
市
の
名
称
】

４
月
１８
日
か
ら
募
集
を
開
始

し
、
４
月
３０
日
現
在
で
１，

５
４

９
点
の
応
募
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
〜
７
月
の
小
委
員
会
で
名
称
の

候
補
案
を
絞
り
込
み
、
第
７
回
協

議
会
へ
候
補
案
を
提
出
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

【
新
市
の
事
務
所
の
位
置
】

協
議
会
か
ら
付
託
を
受
け
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
や
行
財
政

運
営
の
効
率
化
な
ど
の
視
点
か
ら

調
整
案
を
協
議
し
た
他
、
本
庁
・

支
所
の
機
能
の
方
向
性
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
ま
す
。
６
月
の
小
委

員
会
で
と
り
ま
と
め
を
行
い
、
同

月
の
協
議
会
へ
の
議
案
提
出
の
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

◇
報
告
第
２４
号

＊
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
調
査
・
基

本
計
画
策
定
業
務
報
告
（
そ
の

１
）
に
つ
い
て

情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

及
び
戸
籍
シ
ス
テ
ム
開
発
に
つ
い

て
の
、
委
託
業
者
か
ら
の
最
終
報

告
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）】

２
市
５
町
の
電
算
シ
ス
テ
ム
統

合
作
業
の
た
め
の
電
算
室
・
開
発

報

告

事

項

－２－



平
田
市
と
斐
川
町
は
、
今
年
の
秋
に

合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
実
施

す
る
よ
う
な
状
況
。
そ
の
頃
ま
で
事
業

着
手
を
延
ば
せ
な
い
か
。
新
市
建
設
計

画
策
定
と
電
算
統
合
は
、
時
期
を
同
じ

く
し
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

事
務
局
の
回
答

平
成
１７
年
１
月
の
合
併
を
考
え
た
場
合
、

今
着
手
す
る
の
が
ぎ
り
ぎ
り
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
す
。
仮
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
短
縮

し
て
事
業
着
手
を
遅
ら
せ
た
場
合
、
全
国

の
合
併
に
伴
う
電
算
統
合
に
よ
る
開
発
業

者
の
不
足
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
、

平
成
１７
年
１
月
の
合
併
に
間
に
合
わ
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

副
会
長
の
意
見

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
多
少
割
り
切
れ
な
い

部
分
は
あ
る
が
、
合
併
と
い
う
大
事
業
に
向

か
う
た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
と
期
間
で
は
な

い
か
。
先
行
投
資
的
な
も
の
に
な
る
が
、協
議

会
の
場
で
確
認
し
な
が
ら
、
リ
ス
ク
等
は
共

同
で
負
わ
な
い
と
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
。

各
市
町
の
議
会
で
合
併
の
議
決
が
成

さ
れ
、平
成
１７
年
３
月
３１
日
ま
で
に
県
知

事
申
請
さ
れ
て
い
れ
ば
、
平
成
１７
年
３

月
３１
日
ま
で
に
合
併
し
な
く
て
も
、
合

併
特
例
法
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
と
い

う
議
論
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
事
業

着
手
を
延
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

副
会
長
の
意
見

そ
れ
は
不
確
か
な
部
分
が
あ
る
。
合
併

特
例
法
適
用
の
期
間
が
延
長
さ
れ
る
と
い

っ
て
も
、
わ
ず
か
な
期
間
し
か
な
い
。
延

長
さ
れ
る
期
間
よ
り
は
る
か
に
長
い
期
間

が
電
算
統
合
に
は
必
要
。
ど
こ
か
で
事
業

着
手
の
決
断
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

合
併
と
同
時
に
統
合
し
た
電
算
シ
ス

テ
ム
が
稼
動
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
、
平
成
１７
年
３

月
位
に
本
稼
動
で
き
る
よ
う
な
余
裕
を

も
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
で
き
な
い
か
。

－３－
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ス
ペ
ー
ス
・
協
議
ス
ペ
ー
ス
・
研

修
ス
ペ
ー
ス
等
を
備
え
た
施
設
で

す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

必
要
性
、
ま
た
、
電
算
シ
ス
テ
ム

統
合
を
平
成
１７
年
１
月
の
合
併
に

間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
５
月

中
に
セ
ン
タ
ー
の
場
所
と
整
備
内

容
の
決
定
を
行
い
、
６
月
に
は
工

事
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
戸
籍
シ
ス
テ
ム
開
発
】

新
市
の
戸
籍
窓
口
は
、
１
つ
の

庁
舎
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
現
在
の
各
市
町
の
戸
籍
窓
口

で
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
戸
籍
事
務
は
、
出
雲
市
・

斐
川
町
・
佐
田
町
に
お
い
て
電
算

化
さ
れ
、
平
田
市
・
多
伎
町
・
湖

陵
町
・
大
社
町
が
電
算
化
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
で
合
併
す

る
と
、
事
務
処
理
が
複
雑
に
な
る

他
、
ミ
ス
の
発
生
な
ど
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
未
電
算
化
の
市
町
の

戸
籍
事
務
を
電
算
化
し
た
う
え

で
、
２
市
５
町
の
戸
籍
シ
ス
テ
ム

を
統
合
す
る
も
の
で
す
。

事
務
局
の
回
答

今
考
え
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
万
全
の
シ

ス
テ
ム
構
築
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
が
動
き
だ
し
て

か
ら
、
平
田
市
と
斐
川
町
が
合
併
の
枠

組
み
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

ど
う
い
う
問
題
が
起
こ
る
の
か
。

事
務
局
の
回
答

そ
の
時
期
ま
で
の
検
討
・
投
資
が
全
て

無
駄
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
失

わ
れ
る
部
分
は
当
然
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
部
分
は
、
協
議
会
に
参
加

し
て
い
る
全
て
の
自
治
体
共
通
の
責
任
で

対
応
す
る
よ
う
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と

思
い
ま
す
。
電
算
統
合
に
今
着
手
せ
ず
、

合
併
ま
で
に
統
合
で
き
な
か
っ
た
場
合
の

リ
ス
ク
と
、
統
合
の
途
中
で
抜
け
る
市
町

が
あ
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
で
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
前
者
の
方
が
大
き
い

も
の
と
言
え
ま
す
。

﹇
報
告
第
２４
号
関
連
﹈



－４－

◇
協
議
第
１４
号

＊
各
種
事
務
事
業
（
総
合
計
画
関

係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
第

１
小
委
員
会
付
託
）【
合
併
協

定
項
目
２４
】

次
の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
、
第
１
小
委
員
会
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
総
合
振
興
計
画
】

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
策
定
の

必
要
の
あ
る
総
合
振
興
計
画
に
つ

い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ

い
て
、
新
市
に
お
い
て
速
や
か
に

策
定
す
る
。
新
市
に
お
い
て
策
定

す
る
ま
で
の
間
は
、
新
市
建
設
計

画
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
も
の

と
す
る
。

【
土
地
利
用
計
画
・
国
土
利
用
計

画
】国

土
利
用
計
画
法
に
基
づ
き
、

新
市
に
お
い
て
策
定
す
る
。

◆
　
◆
　
◆

◇
協
議
第
１５
号

＊
各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関

係
そ
の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
（
第
２
小
委
員
会
付
託
）【
合

併
協
定
項
目
２４
】

予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
提
案
し
ま
し
た
。
今
後
、

第
２
小
委
員
会
で
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

【
各
種
予
防
接
種
】

・
当
面
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

・
実
施
期
限
等
調
整
が
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で

に
調
整
す
る
。

・
ポ
リ
オ
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
及
び
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
除
く
予
防
接
種
の
接
種
方
法

に
つ
い
て
は
、
新
市
移
行
後
に

個
別
接
種
の
方
向
で
検
討
す
る

が
、
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
つ

つ
調
整
す
る
。

【
予
防
接
種
手
帳
】

当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、
新

市
に
移
行
後
、
統
一
す
る
方
向
で

調
整
す
る
。

【
予
防
接
種
被
害
調
査
委
員
会
】

２
市
５
町
で
同
一
で
あ
る
た

め
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。

◇
議
案
第
１８
号

＊
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
に
係
る
事

業
着
手
（
そ
の
１
）
に
つ
い
て

第
３
回
協
議
会
（
２
月
２８
日
開

催
）
で
承
認
さ
れ
た
電
算
シ
ス
テ

ム
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
調
整
方

針
に
基
づ
き
、
情
報
管
理
セ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
の
整
備
、
戸
籍
シ
ス

テ
ム
の
統
合
を
、
平
成
１５
年
６
月

か
ら
事
業
着
手
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

【
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）】

５
月
中
に
設
置
場
所
を
選
定
し

ま
す
。
事
業
主
体
で
あ
る
出
雲
市

外
６
市
町
広
域
事
務
組
合
に
よ
っ

て
６
月
か
ら
整
備
を
開
始
さ
れ
、

８
月
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
完
成
後
は
、
２
市
５
町
の
各

種
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
作
業
拠

点
と
な
り
ま
す
。

【
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
統
合
】

５
月
中
に
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム

を
選
定
し
た
後
、
未
電
算
化
の
平

田
市
・
多
伎
町
・
湖
陵
町
・
大
社

町
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
先
行
し
て

電
算
化
作
業
に
入
り
ま
す
。
７
月

か
ら
は
、
２
市
５
町
の
戸
籍
シ
ス

テ
ム
の
統
合
作
業
に
入
り
、
平
成

１７
年
１
月
の
本
稼
動
を
目
指
し
ま

す
。

議

案

事

項

協

議

事

項

●市  長 

　【平田市】 太田満保 ⇒ 長岡秀人 

●議  長 

　【出雲市】 川上泰徳 ⇒ 三上辰男（第２小委員会所属） 

　【湖陵町】 森山克美 ⇒ 立花　也（第３小委員会所属） 

●議  員 

　【出雲市】 萬代宣雄 ⇒ 寺田昌弘（第１・第３小委員会所属） 

　【斐川町】 小島光郎 ⇒ 黒田　充（第１・第２小委員会、新市名） 　　　　　　　　　　　　　　　　称・庁舎検討小委員会所属 

出雲地区合併協議会委員の交代 

統一地方選挙の結果を受けて、委員の交代がありました。 

出雲地区合併協議会幹事の交代 

【平田市助役】 長岡秀人 ⇒ 加田幹男（副幹事長） 



出雲地区合併協議会だより 

－５－

平成15年3月28日（金）の第4回合併協議会で、フリーディスカッションを実施しました。

事務局から合併後の財政推計を説明し、協議会の共通委員である島根県立大学総合

政策学部の田嶋義介教授からコメントをいただいた後、討議に入りました。主な内容

は次のとおりです。

通
信
、
金
融
・
保
険
、
商
業
、
観
光
、
福

祉
、
公
務
と
い
う
第
３
次
産
業
が
伸
び
て
、

県
内
の
経
済
成
長
を
支
え
て
い
る
。
第
３

次
産
業
が
牽
引
力
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
、
過
去
１０
年
間
の
島
根
県
の
産
業
構
造

の
変
化
で
あ
る
。
ま
た
、
県
民
の
年
金
支

給
額
が
建
設
業
の
生
産
額
に
迫
っ
て
い
る

他
、
観
光
客
の
県
内
で
の
消
費
額
も
運

輸
・
通
信
業
の
生
産
額
に
匹
敵
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

合
併
特
例
債
で
ど
ん
な
事
業
を
行
う
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
。
今
後
新
市

建
設
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
各
市
町
の

事
業
の
選
択
を
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
ど

う
い
う
選
択
を
す
る
か
に
よ
っ
て
合
併
特

例
債
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
く

る
。

合
併
成
功
の
鍵
は
、
い
か
に
行
政
を
ス

リ
ム
化
し
、
無
駄
を
省
け
る
か
と
い
う
こ

と
。
人
件
費
・
物
件
費
・
補
助
費
の
削
減

で
効
果
が
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

職
員
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
も
な
り
、
雇
用
不
安
が
強
ま
る

中
で
、
単
純
に
減
ら
し
て
い
い
も
の
か
と

い
う
論
議
も
あ
る
。
あ
る
程
度
の
雇
用
を

維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
給
与
を
削
減
し

な
い
と
効
果
が
出
な
い
こ
と
に
な
る
。
財

政
的
な
面
で
ど
う
い
う
合
併
メ
リ
ッ
ト
を

見
い
出
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
合

併
協
議
会
で
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
問
題
で
あ
る
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
、
行
政

改
革
の
断
行
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
第
１
次
・
第
２
次
・
第
３
次
産

業
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
く
の
か
、
第

３
次
産
業
の
う
ち
環
境
・
福
祉
・
観
光
・

教
育
重
視
型
と
し
、
こ
れ
ら
と
農
林
水
産

業
を
結
び
付
け
て
い
く
の
か
と
い
う
選

択
。
ど
う
い
う
ま
ち
に
し
て
い
く
の
か
と

い
う
哲
学
が
問
わ
れ
る
。

少
子
化
の
影
響
で
、
日
本
で
は
２
０
０

７
年
か
ら
人
口
が
減
り
始
め
る
。
労
働
力

人
口
が
少
な
く
な
り
、
経
済
成
長
が
低
下

す
る
。
社
会
保
障
制
度
全
般
の
改
革
が
必

要
と
な
り
、
行
政
改
革
も
必
至
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
景
気
低
迷
が

続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
日

本
も
賃
下
げ
と
円
安
で
し
か
競
争
力
の
回

復
は
で
き
な
い
。

県
内
総
生
産
は
、
１
９
９
０
年
度
か
ら

の
１０
年
間
で
１９
・
９
％
伸
び
て
い
る
。
農

林
水
産
業
が
大
幅
減
と
な
る
中
、
運
輸
・

大
き
な
ト
レ
ン
ド
の
変
化

経
済
の
長
期
低
迷

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

合
併
の
現
実

島
根
県
の
産
業
構
造

田
嶋
義
介
委
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「
合
併
と
ま
ち
づ
く
り
を

め
ぐ
る
社
会
状
況
」

田
嶋
義
介
委
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト



－６－

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
斐
川
町
委
員

財
政
面
か
ら
考
え
た
一
番
理
想

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
出
し
て
み
て

欲
し
い
。
給
料
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
公
務
員
の
給
料
は
守

ら
れ
て
き
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
も
含
め
、
職
員
数
を
減

ら
す
の
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
を
下

げ
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
。

▼
佐
田
町
委
員

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
福
祉

に
対
す
る
要
望
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
人
材

育
成
と
い
う
こ
と
も
、
新
し
い
ま

ち
の
大
き
な
柱
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
は
共
通
認
識
と
し
て
是
非
議

論
し
て
お
く
べ
き
。

６
０
０
億
円
の
特
例
債
が
使
え

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
で
き
る
だ

け
借
金
は
し
な
い
、
あ
る
い
は
１

つ
の
事
業
に
大
き
な
投
資
を
し
て

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な

る
と
思
う
。

▼
湖
陵
町
委
員

合
併
に
対
す
る
住
民
の
期
待
に

答
え
、
懸
念
が
な
く
な
る
よ
う
な

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
新
市
の
施

策
に
つ
い
て
の
議
論
に
期
待
し
て

い
る
。

▼
出
雲
市
委
員

新
市
が
一
体
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
幹
線
道
路
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
を
ま
ず
第
一
に
考
え
な
い
と

い
け
な
い
。
人
的
交
流
も
活
発
化

し
、
産
業
の
活
性
化
に
も
な
る
。

▼
平
田
市
委
員

新
市
建
設
計
画
に
は
、
全
て
の

面
で
地
域
住
民
が
受
け
手
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
を
書
き
込
ん
で

も
ら
い
た
い
。

▼
大
社
町
委
員

こ
の
地
域
に
住
む
人
を
ど
の
よ

う
に
囲
っ
て
い
く
の
か
、
と
い
う

こ
と
が
大
事
。
こ
の
地
域
で
育
っ

た
者
は
こ
の
地
域
で
最
後
ま
で
迎

え
ら
れ
る
状
況
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

▼
大
社
町
委
員

２
市
５
町
の
光
っ
て
い
る
部

分
、
特
色
と
し
て
い
る
部
分
を
大

い
に
磨
き
上
げ
て
い
く
新
市
建
設

計
画
と
し
て
も
ら
い
た
い
。
合
併

特
例
債
は
、
２
市
５
町
の
特
色
の

あ
る
部
分
に
投
入
し
て
い
く
考
え

方
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

▼
斐
川
町
委
員

現
代
は
、
精
神
文
化
を
見
直
し
、

ゆ
と
り
の
あ
る
や
す
ら
ぎ
の
心
を

求
め
る
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て
欲

し
い
と
い
う
割
合
が
多
い
の
で
、

こ
れ
を
重
視
し
た
協
議
を
す
べ

き
。
も
う
少
し
み
ん
な
が
助
け
合

う
、
障
害
者
や
高
齢
者
が
自
然
に

接
し
な
が
ら
の
農
業
や
水
産
業
と

い
っ
た
「
社
会
環
境
」
な
ど
を
協

議
会
で
協
議
し
て
は
ど
う
か
。

▼
斐
川
町
委
員

箱
物
建
設
は
控
え
、
既
存
建
物

を
利
用
し
た
方
が
い
い
が
、
全
国

有
数
の
大
き
な
地
域
と
な
る
の

で
、
既
存
道
路
も
利
用
し
て
、
地

域
が
一
体
感
を
持
て
る
よ
う
な
道

路
だ
け
は
欲
し
い
。
ま
た
、「
出

雲
」
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
な
の
で
、

産
業
と
し
て
の
「
観
光
」
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。

▼
佐
田
町
委
員

新
市
建
設
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
１
か
ら
策
定
す
る
の
で
は

な
く
、
各
市
町
の
振
興
計
画
を
基

本
的
に
は
尊
重
し
な
が
ら
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

▼
多
伎
町
委
員

周
辺
地
を
見
捨
て
た
格
好
の
新

市
建
設
計
画
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
審
議
で
充
分
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

▼
平
田
市
委
員

合
併
特
例
債
の
使
い
方
に
つ
い

て
、
よ
ほ
ど
慎
重
に
や
ら
な
い
と

無
駄
遣
い
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
公
共
投
資
や
物
件
費

を
ど
ん
ど
ん
削
る
と
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
り
か
ね
な

い
。
職
員
定
数
に
つ
い
て
、１５
年
間

の
削
減
計
画
を
短
期
間
で
実
施
す

る
こ
と
も
財
政
上
非
常
に
大
事
。

▼
多
伎
町
委
員

一
般
職
員
の
削
減
に
つ
い
て

は
、
財
政
効
果
は
上
が
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
だ
け
の
就
職
難
で
あ
る

の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と

か
給
与
引
き
下
げ
な
ど
を
行
い
、

で
き
る
だ
け
一
般
職
員
の
削
減
は

控
え
て
も
ら
い
た
い
。

▼
平
田
市
委
員

行
政
の
ス
リ
ム
化
等
財
政
効
率

を
考
え
て
の
合
併
で
あ
る
が
、
地

域
の
色
々
な
エ
ゴ
が
出
て
き
た
り

し
て
、
結
局
大
し
た
削
減
に
な
ら

行
財
政
改
革

新
市
建
設
計
画
関
連



ま

と

め

あ
る
が
、
地
域
の
特
色
と
し
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
育
て
て
い
く
と
い

う
考
え
方
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
。

▼
多
伎
町
委
員

島
根
県
連
合
婦
人
会
に
、
２
市

５
町
で
は
出
雲
市
だ
け
が
加
入
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
機
会
に
是
非

加
入
い
た
だ
き
、２
市
５
町
が
一
緒

に
な
っ
て
も
の
を
考
え
、
行
動
す

る
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
多
伎
町
委
員

小
委
員
会
で
あ
る
程
度
協
議
が

進
ん
だ
ら
、
止
ま
っ
て
み
る
こ
と

が
必
要
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
か
、

サ
ー
ビ
ス
と
負
担
の
問
題
な
ど
、

協
議
会
全
体
で
事
前
に
承
認
を
得

て
や
っ
て
い
く
と
い
う
例
外
も
あ

っ
て
い
い
。

▼
斐
川
町
委
員

こ
の
協
議
会
に
参
加
し
た
者

は
、
他
の
市
町
を
思
い
や
る
こ
と

が
必
要
。
協
議
に
際
し
て
は
、
片

方
は
新
市
に
な
っ
て
か
ら
の
ス
タ

ン
ス
で
眺
め
、
片
方
は
地
域
代
表

－７－

出雲地区合併協議会だより 

▼
大
社
町
委
員

小
委
員
会
で
の
各
論
の
検
討
で

は
、
ど
う
し
て
も
周
辺
部
の
問
題

が
忘
れ
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
と
思

う
。
是
非
と
も
周
辺
部
を
大
事
に

し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
で
審

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▼
斐
川
町
委
員

合
併
し
た
時
に
、
農
業
が
ど
の

よ
う
な
位
置
付
け
に
さ
れ
る
の
か

心
配
。
農
業
は
弱
い
産
業
で
は
あ

る
が
、
お
ざ
な
り
に
せ
ず
、
地
域

の
特
性
と
し
て
活
か
し
て
も
ら
い

た
い
。

ま
た
、こ
の
地
域
に
は
製
造
業
が

少
な
い
。
税
収
を
上
げ
る
た
め
、積

極
的
に
企
業
誘
致
を
し
て
欲
し
い
。

▼
平
田
市
委
員

平
田
市
で
合
併
に
対
し
て
懸
念

さ
れ
る
部
分
は
、
例
え
ば
平
田
市

立
病
院
が
合
併
し
た
と
き
に
ど
う

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
持
っ
て
い
る
固
有

の
施
策
も
含
め
て
、
こ
う
し
た
住

民
生
活
に
密
着
し
た
懸
念
さ
れ
る

部
分
を
先
行
し
て
協
議
し
て
も
ら

い
た
い
。

▼
平
田
市
委
員

住
民
の
不
安
に
答
え
る
よ
う
な

協
議
会
で
の
協
議
が
必
要
。
地
区

の
再
編
の
問
題
、
学
校
の
統
廃
合

の
問
題
、
公
民
館
の
問
題
な
ど
に

も
踏
み
込
ん
で
い
か
な
い
と
、
住

民
の
意
向
を
充
分
反
映
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

▼
出
雲
市
委
員

サ
ー
ビ
ス
と
負
担
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
、
全
体
の
協
議
会
の
場

で
、
大
枠
で
ど
の
程
度
の
調
整
を

す
る
の
か
方
向
付
け
を
し
た
う
え

で
、
小
委
員
会
に
お
い
て
個
々
の

事
業
調
整
の
議
論
を
し
た
ほ
う
が

良
い
。

▼
西
尾
会
長

地
方
税
・
上
下
水
道
・
保
育

料
・
国
民
健
康
保
険
税
・
手
数
料

な
ど
を
、
最
も
低
い
自
治
体
に
合

わ
せ
る
と
毎
年
約
２３
億
円
の
減
収

と
な
る
。
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
試
算
し
た
新
た
な
財
源
と
な

る
年
間
約
２０
億
円
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
計
算
に
な
る
の
で
、
今
後

検
討
し
て
い
く
課
題
で
あ
る
。

▼
佐
田
町
委
員

２
市
５
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文

化
が
あ
り
、
住
民
が
育
て
て
き
た

色
々
な
団
体
が
あ
る
。
こ
れ
に
対

す
る
自
治
体
か
ら
の
補
助
金
に
つ

い
て
、
合
併
後
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
に
応
じ
、
他
市
町
と
も
比
較
し

な
が
ら
補
助
す
る
こ
と
も
大
事
で

と
し
て
地
域
の
こ
と
も
説
明
し
て

理
解
を
得
た
い
。

▼
西
尾
会
長

今
日
の
議
論
で
共
通
し
て
言
え

る
こ
と
は
、
信
頼
と
協
力
の
関
係

に
基
づ
き
、
エ
ゴ
で
は
な
く
、
本

当
の
意
味
で
の
相
互
協
力
が
必
要

と
い
う
こ
と
。
全
体
に
光
が
及
ぶ

よ
う
に
、
周
辺
地
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
共
通
の

懸
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
払
拭
す
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

合
併
に
伴
い
懸
念

さ
れ
る
事
項

各
種
事
務
事
業
調
整

そ

の

他
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●合併協議会は原則的に公開しており、傍聴ができます。詳しくは事務局（電話 0853-23-1008）までお尋ねください。 

次回協議会は6月27日（金） 

■第6回協議会 
・平成15年6月27日（金） 
　15：30～ 

・出雲市今市町北本町 
　出雲交流会館 至 佐田町 

至 斐川町 

至 平田市 至 大社町 

マ ッ プ 

出雲市役所● 

●合庁 

今市小学校● ●体育館 

●中央病院 

●商工会議所 
国道9号 

国道9号バイパス 

出雲地区合併協議会事務所 

出雲市駅 

N

●市営プール●市営プール ●市営プール 

至 湖陵町・多伎町 

浜
山
公
園
通
り 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

 

23 

 

 

24 

 

25

合併の方式 

合併の期日 

新市の名称 

新市の事務所の位置 

町、字の区域及び名称の取扱い 

慣行の取扱い 

財産及び債務の取扱い 

条例、規則等の取扱い 

議会議員の定数及び任期の取扱い 

農業委員会委員の定数及び任期の取扱い 

一般職の職員の身分の取扱い 

特別職の身分の取扱い 

組織及び機構の取扱い 

一部事務組合等の取扱い 

公共的団体等の取扱い 

消防、救急の取扱い 

地域審議会の設置に関すること 

地方税の取扱い 

使用料、手数料等の取扱い 

補助金、交付金等の取扱い 

国民健康保険事業の取扱い 

介護保険事業の取扱い 

 

電算システムの取扱い 

 

各種事務事業の取扱い 

　  総合計画 

　  保健事業（その1） 

新市建設計画関係（財政計画含む） 

協　定　項　目 

第2回協議会（協議） 

第2回協議会（協議） 

第2回協議会（協議） 

第2回協議会（協議） 

 

 

 

第3回協議会（議案） 

第3回協議会（協議） 

 

第4回協議会（協議） 

 

 

第4回協議会（協議） 

 

 

 

 

第4回協議会（協議） 

第4回協議会（協議） 

 

 

第2回協議会（協議） 

第4回協議会（報告） 

第5回協議会（報告） 

第2回協議会（協議） 

第5回協議会（協議） 

第5回協議会（協議） 

第2回協議会（協議） 

第4回協議会（協議） 

提　　　案 

第2回協議会（確認） 

第2回協議会（確認） 

 

 

 

 

 

第3回協議会（方針） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第3回協議会（方針） 

 

第5回協議会（確認） 

第3回協議会（方針） 

 

 

第3回協議会（策定の進め方） 

決　　　定 

 

 

新市名称・庁舎検討小委員会へ付託中 

新市名称・庁舎検討小委員会へ付託中 

 

 

 

 

新市議会制度検討小委員会へ付託中 

 

第1小委員会へ付託中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報管理センター（仮称）設置・戸籍システム統合着手 

 

第1小委員会へ付託中 

第2小委員会へ付託中 

第1・第2・第3小委員会へ付託中 

備　　　　　　考 

＊合併協定項目と協議状況 （平成１５年５月現在） 


